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東邦テナックス株式会社 

 

帝人グループで炭素繊維事業を展開する東邦テナックス株式会社（本社：東京都千代

田区、社長：三嶋 孝司）は、ドイツのグループ会社であるトーホウ・テナックス・ヨ

ーロッパ社（ドイツ・ブッパタール市、以下ＴＴＥ社）のオーバーブルフ工場に 2009

年 8月に完成した年産 1,700㌧の炭素繊維製造設備 Line4（4番目の製造ライン）に

ついて、本年9月より稼働を開始し、10月より本格稼働に入りました。 

2008年秋のリーマンショック以降、炭素繊維の需要が急激に冷え込んだため、日・欧・

米、すべての拠点において生産調整を実施し、ＴＴＥ社に完成したLine4についても、当

初より稼働を見合わせてきました。 

こうした中、今年度に入り、航空機、スポーツ・レジャー、風力発電をはじめとする

一般産業の各用途において需要が回復傾向となってきたため、グローバルな適地生産体

制の構築の観点からＴＴＥ社にてLine4を稼働させることとしました。 

炭素繊維市場は、2009年の販売量が 23,000㌧程度にまで落ち込みましたが、2010年

以降は、再び年率15％以上のペースで市場が拡大していくと見られています。東邦テナ

ックスは、こうした需要拡大に対応するため、今後も日・欧・米 3極において最適な生

産体制の構築に注力し、事業拡大を図っていきます。 

以    上 

 

ドイツの炭素繊維製造設備 Line4 の本格稼働について 

【当件に関するお問合せ先】 

帝人株式会社  広報･ＩＲ室   [東京](03)3506-4055 [大阪](06)6268-2763 

帝人グループの最近の話題をお知らせします 


